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はしがき

プロスタグランジンD2(PGD2)は、血小板凝集抑制、血管拡張お

よび睡眠誘発など多様な生理作用を有する。リポカリン型PGD2合

成酵素(L-PGDS)はヒトの冠動脈硬化巣に発現するが、 PGD2/L-PGDS

系の冠血管機能における意義は不明である。そこで、われわれは

冠動脈硬化を認めない患者に、血清L-PGDS値の測定と冠血管機能

評価を施行し、冠血管機能と冠筆縮性狭心症(CSA)における L-PGDS

の意義を検討した。

冠動脈造影検査において、アセチルコリンを冠動脈に投与し、

冠筆縮の有無、冠血管機能の評価を行なった。 ELISA法により測定

した血清L-PGDS値は非 CSA群と比較し、 CSA群で有意に高値であ

った。喫煙率は非CSA群と比較し、CSA群で、有意に高値で、あったが、

喫煙を補正しても同様の結果が得られた。 L-PGDS値は年齢、性、

体格指数、糖尿病、高血圧、脂質値と関連を認めなかった。アセ

チルコリンの冠血管収縮作用と L-PGDS値の聞には有意な負の相関

を認め、血清L-PGDS値は冠動脈の筆縮性を規定する有用な指標で

ある可能性が示唆された。
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